
2025年 2月吉日 
 

東北大学機械系同窓会 

会長 町田 尚 

第29期（令和6年度）東北大学機械系同窓会通常総会・特別講演会のご案内 

拝 啓   

春寒の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

東北大学機械系同窓会の活動に対しては日頃よりご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

この度 第 29期（令和6年度）通常総会ならびに特別講演会を下記要領にて開催(予定)いたしますので、  

皆様お誘い合わせの上ご参加下さいますよう御案内申し上げます。 

なお、今回は昨年同様に対面開催とさせていただくこととなりました。 

皆様に直接お会いできることを心より楽しみにしております。 

 
敬 具 

 
記 

 

日時：2025年 5 月 17 日（土） 

会場：東北大学工学部中央棟 2 階大会議室 

（青葉山東キャンパス センタースクエア内 下図中CO1建物） 

〒980-8579  宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-04 

次第：14:00-14:30 通常総会 
 

 14:40-15:40 特別講演会 

題目：和算発展の導火線に火をつけた『塵劫記』の謎と魅力 

 （講演要旨裏ページ） 

講師：原嶋 茂 氏 （機械 第二53年 ） 

   作家 （筆名 鳴海風） 

             元 日本電装株式会社（現 株式会社デンソー） 
          

        16:00-17:30 交流会 

参加費：5,000 円 

 

仙台駅から会場へのアクセス 

◎ 仙台市営地下鉄東西線 ◎ タクシー 

「八木山動物公園」行きに乗車 所要時間 駅西口より約20分 

「青葉山」駅で下車（乗車時間 9 分） 

センタースクエアまで徒歩約 10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



特別講演会 (14:40-15:40) 
 

題目：「 和算発展の導火線に火をつけた『塵劫記』の謎と魅力」 

    

 
 

 
 
 
 

講 師：原嶋 茂 氏（機械 第二 53年） 

     作家 （筆名 鳴海風） 

      元 日本電装株式会社（現 株式会社デンソー） 

 

 

 

 

要  旨： 

江戸時代に日本で発展した独自の数学を和算（わさん）と呼ぶ。東北大学理学部にあった

数学教室は、かつて和算研究のメッカであり、東北大学附属図書館の和算書の収蔵数は現

在も日本のトップクラスである。『塵劫記（じんこうき）』は、1627年に初版が出たとさ

れる、吉田光由（よしだみつよし）が著したそろばんの教科書である。一般庶民が楽しく

学べるネズミ算のような問題から、百五減算（不定方程式）といったレベルの高い問題も

扱っている。江戸時代の多くの人々が苦も無く数の計算ができたのも、また関孝和（せき

たかかず）のような、西洋にも劣らない優れた数学者を輩出できたのも、この『塵劫記』

のおかげである。ところが、時代が古いだけに、『塵劫記』がどのようにして作られたの

か、著者の吉田光由が、河川工事（たとえば京都の高瀬川を作った）で名高い角倉了以

（すみのくらりょうい）の一族であることも関係して、謎が多く、今なお和算研究者が追

究している。 

 

 今回は、和算の世界で有名な『塵劫記』の謎と魅力をたっぷり紹介したい。 

 
 

 

 

 

※ 出欠の連絡を同封の葉書にて、2025年 5月 9日（金）までにご返信下さい。 

 

連絡先：東北大学機械系同窓会事務局 武井康子（月・ 金 9：30～17：30、 水 9：30～16：30 ） 

Tel/Fax：022-795-6926 

e-mail：alumni.mech@grp.tohoku.ac.jp  

https://alumni.mech.tohoku.ac.jp/ 


